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ここ１０日間ぐらいは、ぐっと暖かくなり春の訪れ

を日に日に感じるようになりました。

さて、３年生が卒業して１週間あまりが過ぎました。

卒業生のいない学校生活に少しずつ慣れてきたでしょ

うか？今年の卒業式も、１年生のみなさんの協力もあ

って大変すばらしいものになりました。また、みなさ

んは、卒業生がいなくなった後も、今までと変わらず

たいへん落ち着いて、学習や部活動に取り組んでいま

す。とても素晴らしいことです。

今日配付される学校だよりにも書きましたが、コロ

ナ禍にありながらも、１年間大きく体調を崩さずに、

学校に通い続けたことは素晴らしいと思います。そし

て、この１年間の１年生の成長には驚かされることが

たくさんありました。

まず、ミニ湯中祭での堂々とした発表です。コロナ

の影響により、湯本体育館での発表はできませんでし

たが、学校の体育館で、初めての経験にもかかわらず、

卒業生の先輩方にひけをとらない立派な発表を行いま

した。

そして、卒業を祝う会でも２人で知恵を出し合い、

役割分担をしながら、卒業生を気持ちよくを送り出し

てあげることができました。その裏には、休み時間や

放課後の練習を積み重ねてきた努力があったことは言

うまでもありません。本当にこの１年間でいろいろな

ことを考え、そして自分たちの責任の重さを感じなが

らも楽しんで生活することができました。



来年度からは、いよいよ２人での学校生活がスター

トします。何をするにも２人で考え行動していかなく

てはなりません。不安や心配もあるとは思いますが、

卒業生から学んだことを生かしながら、新しい伝統を

築いていくチャンスだと思って、何事にも新鮮な気持

ちで取り組んでほしいと思います。また、２人の後ろ

には先生方がついているので、いつでも助言を受ける

ことができます。２人と先生方が一緒になって良い学

校を作り上げていきたいと思っています。

来年度は、コロナ禍が少しでもおさまることを期待

しつつ、「新しい生活様式」を着実に実践して、これ

以上の感染が広がらないようにみんなで気をつけてい

きたいと思います。春休み中は健康に気をつけて、新

たな気持ちで２年生のスタートが切れることを楽しみ

にしています。

来年度、２人が新たな気持ちでますます活躍するこ

とを期待しています。

最後に、卒業生に送った相田みつをさんの言葉をも

う一度、みなさんにも送りたいと思います。

『人生において最も大切な時 それはいつでも今で

す』＜相田みつを＞
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